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「

深

夜

フ

ァ

ミ

レ

ス

滞

在

の

女

神

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古

堅

元

貴

 

 

□

登

場

人

物

 
仮

男

（

２

６

）
・

・

・

俳

優

と

バ

イ

ト

の

掛

け

持

ち

 

  

○

代

々

木

上

原

・

カ

フ

ェ

(

夜

)
 

０

時

過

ぎ

。

カ

フ

ェ

だ

が

Ｂ

ａ

ｒ

カ

ウ

ン

タ

ー

も

あ

り

、

白

を

基

調

と

し

た

テ

ー

ブ

ル

は

レ

ス

ト

ラ

ン

の

よ

う

に

も

見

え

る

。

海

外

客

も

お

り

、

約

３

０

席

は

満

席

の

店

内

。

 

仮

男

（

２

６

）
、

学

生

時

代

の

友

人

Ａ

、

Ｂ

、

Ｃ

と

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

み

な

が

ら

話

し

て

い

る

。 

仮

男

Ｍ

「

す

で

に

僕

の

終

電

が

な

く

な

っ

て

３

０

分

が

経

っ

て

い

た

」

 

楽

し

そ

う

に

話

し

て

い

る

４

人

。

 

仮

男

Ｍ

「

彼

ら

に

は

ま

だ

終

電

が

あ

る

」

 

楽

し

そ

う

に

話

し

て

い

る

４

人

。

 

仮

男

Ｍ

「

彼

ら

に

は

妻

や

恋

人

が

い

る

」

 

楽

し

そ

う

に

話

し

て

い

る

４

人

。

 

仮

男

Ｍ

「

僕

は

郊

外

の

実

家

住

み

の

た

め

、

終

電

が

彼

ら

よ

り

１

時

間

早

い

」

 

 

○

同

・

店

前

(

深

夜

１

時

)
 

会

計

が

終

わ

り

出

て

く

る

４

人

。

 

友

人

Ａ

「

(

仮

男

に

)

終

電

な

い

な

ら

言

え

よ

～

」

 

仮

男

「

今

日

は

逃

し

て

も

い

い

と

思

っ

た

か

ら

」

 

友

人

Ｂ

「

ど

う

す

ん

の

？

」

 

仮

男

「

下

北

っ

て

近

い

っ

け

？

」
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友

人

Ｃ

「

２

０

分

く

ら

い

で

着

く

よ

」

 

仮

男

「

そ

し

た

ら

下

北

ま

で

歩

い

て

、

ネ

カ

フ

ェ

で

泊

ま

る

わ

」

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

「

う

い

」
、
「

じ

ゃ

」
、
「

ま

た

～

」

と

別

れ

、

代

々

木

上

原

駅

へ

向

か

う

友

人

Ａ

、

Ｂ

。

笹

塚

方

面

へ

歩

い

て

い

く

Ｃ

。

下

北

沢

方

面

へ

歩

い

て

い

く

仮

男

。

 

 

○

道

(

深

夜

１

時

頃

)
 

ス

マ

ホ

の

Ｇ

Ｐ

Ｓ

を

利

用

し

な

が

ら

、

下

北

沢

へ

向

か

っ

て

い

る

仮

男

。

 

仮

男

Ｍ

「

下

北

だ

と

始

発

は

５

時

過

ぎ

。

あ

と

４

時

間

近

く

…

」

 

人

は

全

く

歩

い

て

い

な

い

住

宅

街

。

路

地

で

立

ち

止

ま

る

仮

男

。

ス

マ

ホ

を

出

し

、

 

仮

男

Ｍ

「

彼

ら

に

は

、

ネ

カ

フ

ェ

で

過

ご

す

と

言

っ

て

い

た

が

、

僕

の

気

持

ち

は

表

向

き

に

は

ネ

カ

フ

ェ

と

口

に

し

て

い

た

段

階

で

、

別

の

選

択

肢

が

確

定

し

て

い

た

」

 

仮

男

、

ス

マ

ホ

で

「

下

北

 

デ

リ

ヘ

ル

 

安

い

」

と

検

索

。

 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

さ

っ

き

の

場

所

か

ら

数

百

ｍ

先

の

路

地

裏

。

ス

マ

ホ

で

ク

ー

ポ

ン

利

用

で

最

も

お

得

な

デ

リ

ヘ

ル

を

探

し

て

い

る

。
手

が

止

ま

る

仮

男

。 

仮

男

「

こ

こ

か

…

？

（

と

呟

く

）
」

 

ス

マ

ホ

画

面

に

は

、
「

快

楽

速

達

便

 

初

回

お

急

ぎ

便

 

５

０

分

９

，
０

０

０

円

！

」
の

ペ

ー

ジ

。
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発

信

ボ

タ

ン

を

押

し

、

お

店

に

電

話

す

る

仮

男

。

ワ

ン

コ

ー

ル

で

電

話

は

繋

が

り

、

 

男
（

電

話

口

）「

お

電

話

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

ー

」 

仮

男

「

あ

の

ー

、

ク

ー

ポ

ン

見

て

…

」

 
男
（

電

話

口

）「

ど

ち

ら

の

サ

イ

ト

の

ク

ー

ポ

ン

で

す

か

ー

？

」

 

仮

男

「

え

っ

と

、

破

格

絶

頂

掲

示

板

で

す

か

ね

…

」

 

男

「

破

絶

の

お

急

ぎ

便

で

す

か

ー

？

」

 

仮

男

「

の

、

初

回

９

０

０

０

円

の

コ

ー

ス

っ

て

、

全

部

込

み

で

そ

の

値

段
…

」

 

男
「

ホ

テ

ル

代

別

で

す

よ

ー

。
今

ど

ち

ら

い

ま

す

？

」

 

仮

男

「

今

、

下

北

の

近

く

で

…
」

 

男

「

そ

し

た

ら

ま

ず

ホ

テ

ル

入

っ

て

い

た

だ

い

て

、

２

０

分

後

と

か

で

大

丈

夫

で

す

か

ー

」
 

仮

男

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

、

一

回

考

え

ま

す

」
 

男

「

は

い

、

お

待

ち

し

て

ま

ー

す

」

 

電

話

切

れ

る

。

 

仮

男

「

(

考

え

て

い

る

)

」

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

さ

っ

き

の

場

所

か

ら

数

百

ｍ

先

の

路

地

裏

。

 

仮

男

「

こ

こ

か

…

？

（

と

呟

く

）
」

 

ス

マ

ホ

画

面

に

は

、
「

精

夜

位

痴

夜

物

語

 

初

回

第

１

章

一

節

コ

ー

ス

 

５

０

分

８

，
５

０

０

円

！

」

の

ペ

ー

ジ

。

 

発

信

ボ

タ

ン

を

押

し

、

お

店

に

電

話

す

る

仮

男

。

ワ

ン

コ

ー

ル

で

電

話

は

繋

が

り

、

 

男

（

電

話

口

）
「

は

い

も

し

も

し

ー

」

 

仮

男

「

す

い

ま

せ

ん

、

サ

イ

ト

見

て

５

０

分

８

５

０

０

円

の

コ

ー

ス

お

願

い

…

」

 

男

（

電

話

口

）
「

ど

こ

の

サ

イ

ト

で

す

か

ー

？

」
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仮

男

「

え

っ

と

、

破

格

絶

頂

…

」

 

男
「

破

絶

で

す

ね

、
何

分

後

く

ら

い

で

し

ょ

う

か

？

」

 

仮

男

「

こ

れ

っ

て

ホ

テ

ル

代

も

込

み

で

８

５

０

０

円

っ

て

こ

と

で

す

よ

ね

…

？

」

 
男

「

そ

う

で

す

よ

ー

」

 

仮

男

「

あ

、

じ

ゃ

あ

お

願

い

し

ま

す

」

 

男

「

今

ど

の

あ

た

り

い

ま

す

か

ー

」

 

仮

男

「

も

う

少

し

で

下

北

沢

駅

に

着

く

と

思

い

…

」

 

男

「

下

北

？

ウ

チ

そ

こ

は

エ

リ

ア

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

ー

。

ウ

チ

品

川

に

あ

り

ま

す

か

ら

ね

ー

」

 

仮

男

「

え

…

あ

、

そ

う

な

ん

で

す

か

？

」

 

仮

男

、
ス

マ

ホ

の

画

面

を

再

度

確

認

す

る

と

、

精

夜

位

痴

夜

物

語

は

品

川

エ

リ

ア

と

記

載

さ

れ

て

る

。

 

「

す

い

ま

せ

ん

」

な

ど

と

言

い

、

電

話

を

切

る

仮

男

。

 

仮

男

Ｍ

「

な

ん

で

下

北

で

検

索

し

た

の

に

、

品

川

の

 

出

て

ん

だ

よ

…

」

 

目

の

前

に

下

北

沢

商

店

街

が

現

れ

る

。

 

 

○

下

北

沢

・

ネ

ッ

ト

カ

フ

ェ

 

自

動

機

械

で

受

付

を

し

て

い

る

仮

男

。

 

仮

男

Ｍ

「

あ

の

あ

と

粘

っ

て

も

う

一

店

舗

に

電

話

を

し

た

が

、

店

舗

指

定

の

レ

ン

タ

ル

ル

ー

ム

な

ら

安

く

ご

案

内

で

き

る

と

言

わ

れ

、

さ

す

が

に

店

舗

指

定

の

レ

ン

タ

ル

ル

ー

ム

は

怖

い

と

思

っ

て

、

諦

め

た

」

 

仮

男

、

必

要

事

項

を

記

載

し

、

確

定

ボ

タ

ン

を

押

す

と

、「

現

在

満

室

」
の

案

内

表

示

が

出

る

。
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仮

男

Ｍ

「

満

室

な

ら

、

入

力

す

る

前

に

教

え

て

く

れ

…

」

 

立

ち

尽

く

し

て

い

る

仮

男

。

 

 
○

下

北

沢

・

フ

ァ

ミ

レ

ス

(

深

夜

３

時

前

)
 

入

店

す

る

仮

男

。

自

動

機

械

で

受

付

し

、

席

を

案

内

さ

れ

る

。

店

内

に

は

勉

強

し

て

い

る

２

０

代

女

性

、

ま

た

別

の

席

で

は

う

つ

伏

せ

で

寝

て

い

る

２

０

代

男

性

。

仮

男

を

含

め

る

と

、

客

は

店

内

に

３

名

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

タ

ッ

チ

パ

ネ

ル

で

コ

ー

ン

ス

ー

プ

を

注

文

 

す

る

仮

男

。

ス

マ

ホ

で

時

間

を

確

認

す

る

と

深

夜

３

時

。

 

仮

男

Ｍ

「

始

発

は

５

時

６

分

。

あ

と

２

時

間

か
…

」

 

仮

男

、

見

渡

す

と

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

が

う

つ

伏

せ

男

性

の

テ

ー

ブ

ル

の

前

に

来

て

、

 

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

「

料

理

が

届

い

た

よ

！

料

理

が

届

い

た

よ

！

(

と

繰

り

返

す

)

」

 

し

か

し

う

つ

伏

せ

男

性

は

寝

て

お

り

、

気

づ

い

て

な

い

。

 

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

「

料

理

が

届

い

た

よ

！

料

理

が

届

い

た

よ

！

(

と

繰

り

返

す

)

」

 

真

摯

に

同

じ

ト

ー

ン

で

伝

え

続

け

る

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

。

 

す

る

と

近

く

の

席

の

２

０

代

女

性

、

参

考

書

に

ペ

ン

を

挟

ん

で

立

ち

上

が

り

、

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

の

前

に

行

く

。

 

仮

男

「

？

」

 

女

性

、

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

が

持

っ

て

き

た

パ

フ
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ェ

を

男

性

の

テ

ー

ブ

ル

に

そ

っ

と

置

く

。

 

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

の

頭

を

や

さ

し

く

撫

で

る

女

性

。「

ご

注

文

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

！

ご

ゆ

っ

く

り

楽

し

ん

で

下

さ

い

！

」

と

言

い

な

が

ら

厨

房

に

戻

っ

て

い

く

配

膳

ロ

ボ

ッ

ト

。 

女

性

は

席

に

戻

り

、

再

び

参

考

書

や

ノ

ー

ト

を

開

い

て

勉

強

を

す

る

。

 

仮

男

Ｍ

「

か

っ

け

え

…

」

 

女

性

、

参

考

書

と

に

ら

め

っ

こ

す

る

よ

う

に

悩

ん

で

、

ペ

ン

を

動

か

す

。

 

仮

男

Ｍ

「

受

験

生

で

は

な

い

。

ち

ら

っ

と

見

え

た

参

考

書

は

学

校

の

科

目

的

な

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

そ

し

た

ら

資

格

と

か

？

就

職

と

か

？

僕

と

同

じ

年

か

、

少

し

下

の

年

齢

か

な

？

荷

物

は

リ

ュ

ッ

ク

一

つ

。

僕

と

同

じ

く

終

電

を

逃

し

た

の

か

？

そ

れ

と

も

こ

の

時

間

に

こ

の

場

所

で

勉

強

す

る

の

が

彼

女

の

ル

ー

テ

ィ

ー

ン

な

の

か

？

」

 

時

折

、

息

抜

き

な

の

か

、

文

庫

本

を

読

む

女

性

。

 

仮

男

Ｍ

「

今

日

は

こ

こ

で

正

解

だ

っ

た

気

が

し

た

」

 

仮

男

、

彼

女

に

感

化

さ

れ

、

バ

ッ

グ

か

ら

演

技

メ

ソ

ッ

ド

の

本

を

取

り

出

し

、

読

み

始

め

る

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

５

分

後

。

 

本

を

枕

に

し

、
う

つ

伏

せ

で

寝

て

い

る

仮

男

。

う

つ

伏

せ

で

寝

て

い

る

２

０

代

男

性

。

勉

強

し

て

い

る

２

０

代

女

性

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
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１

０

分

後

。

 

う

つ

伏

せ

で

寝

て

い

る

仮

男

。

パ

フ

ェ

を

食

べ

て

い

る

２

０

代

男

性

。
勉

強

し

て

い

る

2
0

代

女

性

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

１

時

間

半

後

。

 

仮

男
「

お

お
…

ウ

ァ

ア

～

(

と

伸

び

を

し

、
起

き

る

)

」

 

目

を

こ

す

り

、

周

囲

を

見

渡

す

と

客

席

に

は

誰

も

い

な

い

。

２

０

代

男

性

の

席

に

は

食

べ

終

わ

っ

た

パ

フ

ェ

の

皿

。

 

仮

男

、

ス

マ

ホ

で

時

間

を

見

る

と

「

５

時

１

６

分

」
。

 

仮

男

Ｍ

「

始

発

逃

し

た

…

」

 

 

○

下

北

沢

駅

・

改

札

口

(

朝

)
 

駅

前

に

は

さ

よ

な

ら

が

名

残

惜

し

い

の

か

、

改

札

前

で

喋

っ

て

い

る

男

女

グ

ル

ー

プ

が

い

く

つ

も

。

 

仮

男

「

(

そ

れ

を

見

て

微

笑

ま

し

く

な

る

)

」

 

改

札

口

に

入

っ

て

い

く

仮

男

。

 

お

わ

り

 

 


